
交流電子負荷を使った突入電流シミュレーション

UPSや商用インバータの評価や試験において、突入電流試験を行う際は、実負荷の準備や試験回路などで再現させる為、準備や必要な突
入電流値の設定に多くの時間がかかる試験項目でした。シミュレータ機能をもって交流電子負荷を用いることで、各種パラメータの設定に
より、要求する容量負荷性の突入電流や電源投入時のシミュレーションおよび電化製品へ直接電源を差し込んだサージ電流の再現を簡単に
行うことができます。

テストイメージ

　

特長

マスタースレーブモードで単相90kWまで拡張可能。

直流電子負荷としても使用可能。バッテリー放電モードを搭載。

波形観測にベンチなアイソレーションされた電圧・電流モニタを標準搭載。

記載されている情報は、改良等により予告なしに変更されることがあります。最新の製品情報につきましては、当社までお問い合わせ頂け
ますようお願い致します。

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/289/

